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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　宝石（１）が平行な２つの面（２－３，４－５）を備え、それら平行な２つの面に符合
する幾何学的平面が該宝石（１）の体積を決定し、それら平行な２つの面の間に、幾つか
の子面が、各々の子面が前記平行な２つの面の一方から始まって他方の面で終わるように
、形成され、各々の子面は、１つの対向する子面に平行であるか又は他の２つの子面の連
結端縁（６）に平行であること、を特徴とする天然ダイヤモンドの宝石と、

　前記宝石において、上記の平行な面(２，３)のうち少なくとも１つの面の形が六角形で
あることを特徴とする宝石と、

　前記２番目に記載した宝石において、前記六角形の辺（Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４，Ｓ５
，Ｓ６）が、対を成して互いに平行であることを特徴とする宝石と、

　前記３番目に記載した宝石において、子面（ＳＰ１，ＳＰ２，ＳＰ３，ＳＰ４，ＳＰ５
，ＳＰ６）が六角形の辺（Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４，Ｓ５，Ｓ６）から始まり、それらの
子面が対を成して互いに平行であることを特徴とする宝石と、

　前記４番目に記載した宝石において、平行な子面（ＳＰ１－ＳＰ４）の各対は、該六角
形の面に対してそれぞれ６０度及び１２０度の角度（α―β）を成すことを特徴とする宝
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石と、

　前記１番目から５番目に記載した宝石のいずれかにおいて、前記宝石（１）が最大で８
つの面を備えていることを特徴とする宝石、

のうち少なくとも一つの宝石を得るために天然ダイヤモンドの宝石用原石を加工する方法
であって、

　該宝石（１）の異なった面を磨くだけで、他のいかなる追加の処理を伴うことなく、仕
上げることを特徴とする、方法。
【請求項２】
　宝石（１）が平行な２つの面（２－３，４－５）を備え、それら平行な２つの面に符合
する幾何学的平面が該宝石（１）の体積を決定し、それら平行な２つの面の間に、幾つか
の子面が、各々の子面が前記平行な２つの面の一方から始まって他方の面で終わるように
、形成され、各々の子面は、１つの対向する子面に平行であるか又は他の２つの子面の連
結端縁（６）に平行であること、を特徴とする天然ダイヤモンドの宝石と、

　前記宝石において、上記の平行な面(２，３)のうち少なくとも１つの面の形が六角形で
あることを特徴とする宝石と、

　前記２番目に記載した宝石において、前記六角形の辺（Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４，Ｓ５
，Ｓ６）が、対を成して互いに平行であることを特徴とする宝石と、

　前記３番目に記載した宝石において、子面（ＳＰ１，ＳＰ２，ＳＰ３，ＳＰ４，ＳＰ５
，ＳＰ６）が六角形の辺（Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４，Ｓ５，Ｓ６）から始まり、それらの
子面が対を成して互いに平行であることを特徴とする宝石と、

　前記４番目に記載した宝石において、平行な子面（ＳＰ１－ＳＰ４）の各対は、該六角
形の面に対してそれぞれ６０度及び１２０度の角度（α―β）を成すことを特徴とする宝
石と、

　前記１番目から５番目に記載した宝石のいずれかにおいて、前記宝石（１）が最大で８
つの面を備えていることを特徴とする宝石、

のうち少なくとも一つの宝石を得るために天然ダイヤモンドの宝石用原石を加工する方法
であって、

該宝石用原石を八面体（７）の形にカットすること、及びその宝石用原石を、該八面体（
７）の子面に各々平行な幾つかの平面に沿って割ることによって該宝石用原石をさらに分
割することを特徴とする、方法。
【請求項３】
　前記宝石（１）を３つの平面(８，９，１０)に沿って割ることによって該宝石を分割す
ることを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記宝石（１）を８つの平面に沿って割ることによって該宝石を分割することを特徴と
する、請求項２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は天然ダイヤモンドの宝石に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　ダイヤモンド宝石の原石は自然状態では種々の形で存在する。
【０００３】
　宝石用原石が歪な形をしている場合は、すでに知られているように、先ずそれをカット
する。ここでの狙いは、宝石用原石をもっと整った形にするために、その原石の自然な割
れ面に沿ってカットすることにある。
【０００４】
　宝石用原石の中には、純粋な八面体の結晶形のものがある。
【０００５】
　該宝石用原石をさらに加工するためには、先ず、その原石の最大重量を維持するための
最良の割り方が検討される。
【０００６】
　反射と分散の観点から該宝石用原石の形を最適化することによって、その原石を人為的
にもっと美しくするのが常である。
【０００７】
　上記のことは、該宝石用原石を一定の形、例えば多くの子面を備えた、光り輝くカット
ダイヤモンドになるようにカットすることによって、実現される。
【０００８】
　この場合の不利な点は、宝石用原石をそのような形にカットする時に、その構成素材の
多くが取り除かれることになるので、該原石は重量を落とし、従ってその価値を減らすこ
とになる。
【０００９】
　別の不利な点は、そこでは、宝石と工具に纏わる多くの手動操作を必要とする複雑なカ
ット処理が用いられていることである。
【００１０】
　さらに別の不利な点は、公知のカット処理に多くの時間を要することである。例えば、
原石の大きさによっては、カット処理が数カ月に及ぶこともある。
【発明の概要】
【００１１】
　本発明の目的は、上記及び／又はその他の不利な点の少なくとも一つについて解決策を
与えることにある。
【００１２】
　この目的のため、本発明は、宝石が平行な２つの面を備え、それら平行な２つの面に符
合する幾何学的平面が該宝石の体積を決定し、それら平行な２つの面から幾つかの子面が
始まり、各々の子面は、１つの対向する子面に平行であるか又は他の２つの子面の連結端
縁に平行になっている、天然ダイヤモンドの宝石に関するものである。
【００１３】
　本発明による宝石は、多くの子面を備えるように公知の方法でカットされた宝石とは異
なり、限られた数の子面しか備えていない。
【００１４】
　上記のことは、本発明による宝石の子面は、公知のカットされた宝石の子面に比べて、
より大きな面積を有している。
【００１５】
　このことの有利な点は、本発明による宝石が公知の宝石に比べて、より多くの光を反射
することである。
【００１６】
　本発明による宝石の別の有利な点は、その宝石が、宝石用原石から最小限の構成素材を
取り除くことによって実現され、それでいて公知のダイヤモンド宝石に比べて魅力的で且
つ異なった光学的特性を有する宝石を生み出すことである。
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【００１７】
　本発明の一つの望ましい特徴によれば、該宝石の体積を決定する平行な面の少なくとも
１つの形が六角形である。
【００１８】
　上記のことは、本発明による宝石が最大で８個の面又は子面を備えていることを暗に示
している。
【００１９】
　この結果、それは、入射光を非常に良く反射する大きな子面を備えた宝石ということに
なる。
【００２０】
　本発明は、さらに、上記のような宝石の少なくとも一つを得るために、天然ダイヤモン
ドの宝石用原石を加工するための方法に関するものであり、その方法によれば、宝石用原
石の種々の面を、他のいかなる追加の処理をも伴うことなく、磨くことによって仕上げる
ものである。
【００２１】
　本発明による、宝石用原石を加工する方法は、宝石を生産するための最小限の数の作業
しか必要としない、という点で有利である。
【００２２】
　本発明による別の有利な点は、宝石用原石からの生産高が最大になることである。
【００２３】
　本発明は、また、本発明による宝石の少なくとも一つを得るために、天然ダイヤモンド
の宝石用原石を加工するための方法に関するものであり、その方法によれば、宝石用原石
を八面体の形にカットし、そして、それを、該八面体の一つの子面に各々平行な幾つかの
平面に沿って割ることによって、さらに分割するものである。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明による宝石の斜視図を模式的に示すものである。
【図２】図１の一つのバリエーションを示すものである。
【図３】ダイヤモンドの天然の結晶形を示すものである。
【図４】図３の縦方向断面の斜視図を模式的に示すものである。
【図５】３つの平面に沿ってカットされた図３の宝石を示すものである。
【図６】８つの平面に沿ってカットされた図３の宝石を示すものである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の種々の特徴をより良く示すために、本発明による宝石についての幾つかの望ま
しい実施例を、添付図面に言及しながら、いかなる限定をもすることなく、一例として、
これ以降に説明する。
【００２６】
　図１は、平行な２つの面２，３を備えた天然ダイヤモンドの宝石１を示し、それら２つ
の面に符合する幾何学的平面が宝石１の体積を決定する。
【００２７】
　この場合に、上記の平行する２つの面のうち、面２の形は六角形であり、他方の面３の
形は四角形である。
【００２８】
　図１に示したように、該六角形は６つの辺Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４，Ｓ５及びＳ６を有
している。該六角形の辺のうち、Ｓ１とＳ４の対が互いに平行であり、Ｓ２とＳ５が平行
であり、Ｓ３とＳ６が平行である。
【００２９】
　該六角形の辺Ｓ１からＳ６に沿って、幾つかの子面ＳＰ１，ＳＰ２，ＳＰ３，ＳＰ４,
ＳＰ５及びＳＰ６がそれぞれ形成されている。



(5) JP 5778065 B2 2015.9.16

10

20

30

40

50

【００３０】
　本発明による宝石１において、対向する子面を成す各対のＳＰ１とＳＰ４、ＳＰ２とＳ
Ｐ５、ＳＰ３とＳＰ６は互いに平行である。言い換えれば、子面ＳＰ１は子面ＳＰ４に平
行であり、子面ＳＰ２は子面ＳＰ５に平行であり、その次の子面同士も同様である。
【００３１】
　前記宝石１の各々の子面は六角形の面２とで夾角を成す。ここでの夾角は、宝石１の本
体の外面に形成された角度を意味する。
【００３２】
　図１に示したように、子面ＳＰ１は六角形の面２と角度αを成し、子面ＳＰ４は六角形
の面２と角度βを成す。
【００３３】
　前記子面ＳＰ１とＳＰ４は互いに平行なので、角αと角βを合わせると１８０度になる
。従って、角αと角βは互いに補角の関係にある。
【００３４】
　本発明による宝石１の一つの望ましい実施例において、互いに平行な子面の各対ＳＰ１
－ＳＰ４，ＳＰ２-ＳＰ６,ＳＰ３－ＳＰ６の六角形の面に対する夾角はそれぞれ６０度と
１２０度である。
【００３５】
　この場合に、本発明による宝石１が合計８個の面又は子面を備え、そのような宝石１は
偏菱形の形に見えることが明らかである。
【００３６】
　図２は、本発明による宝石１の一つのバリエーションを示すものであり、それは、該宝
石用原石１の体積を決定する平行な２つの面４，５をさらに備えている。
【００３７】
　図２の宝石１は、対になって平行な面を構成するための子面を４個備えている。それゆ
え、子面ＳＰ１は子面ＳＰ４に平行であり、子面ＳＰ２は子面ＳＰ５に平行である。
【００３８】
　図２による宝石１は、さらに、２つの子面ＳＰ１とＳＰ５との連絡端縁６が宝石用原石
１の子面ＳＰ３と平行であることを特徴とする。
【００３９】
　図２による宝石１の実施例が望ましいのは、子面ＳＰ１，ＳＰ２，ＳＰ３，ＳＰ４及び
ＳＰ５の各々が、平行な面４，５のそれぞれに対して６０度と１２０度の角度になってい
るからである。
【００４０】
　さらに、本発明の範囲から離れることなく、該宝石１の１つ又はそれ以上の端縁に斜面
（図面には示していない）を設けることが出来る。
【００４１】
　本発明は、さらに、天然ダイヤモンドの宝石用原石を加工するための方法に関するもの
である。もっと詳しく言うならば、本発明による方法の目的は、宝石用原石から、本発明
による宝石１の特徴を有する少なくとも一つの宝石を抽出することである。
【００４２】
　本発明による方法においては、宝石用原石を、該原石の限定された数の面又は子面を切
断するか、或いは磨くことによって仕上げるものである。つまり、それ以外のさらなる加
工をすることなく仕上げるものである。
【００４３】
　宝石用原石の形が歪である場合に、本発明による方法は、その原石を、先ず八面体７の
形にカットすることを可能にする。
【００４４】
　図３は、各々の子面が等辺三角形の形を成す八面体７の純粋な結晶形を示している。そ
のような八面体７に特有の角度が図４に示されている。
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　上記の角度は、該八面体７を縦方向の面に沿って切断することによって得られる。上反
角とも呼ばれる鈍角は１０９．４７度である。その部分の上方にある鋭角は７０．５３度
である。
【００４６】
　自然の状態にあるダイヤモンドは、八面体７の純粋な結晶形とは異なった形で存在する
。それ故、子面の形は等辺三角形とは異なるが、八面体に特有の角度は保存されている。
【００４７】
　本発明による方法はさらに、八面体７の形の粗い宝石用原石を多くの面に沿って割るこ
とによってさらに分割することを含むものである。
【００４８】
上記の面の各々は、該八面体７の子面に平行であることを特徴とする。
【００４９】
　図５は、八面体７の純粋な結晶形の宝石用原石を示している。この図面は、さらに、該
八面体７の一つの子面に対して各々平行な３つの異なった面８，９及び１０を示している
。
【００５０】
　この場合に、該宝石用原石を３つの面８，９及び１０に従ってカットすることによって
、本発明による宝石１の特徴を有する少なくとも１つの宝石を得ることになる。
【００５１】
　本発明による方法は、さらに、各々の面が該八面体７の子面に平行であるという特徴を
維持したまま、該宝石用原石を任意の数の面に沿って該八面体７の形に割ることをも可能
にする。
【００５２】
　図６は、該八面体７の一つの子面に各々平行な８つの面に沿って割った、八面体７の形
の宝石用原石の結果を示している。
【００５３】
　実際には、宝石は一定の面８，９及び１０に沿って違ったように割ることができる。
【００５４】
　事実、宝石をカットし、切り裂き、及び／又は研削によって、割ることを実現すること
ができる。
【００５５】
　天然ダイヤモンドの宝石用原石を加工する方法は、図３，５及び６に示したように、八
面体の純粋な結晶形の宝石から始まる。その方法は、本発明の範囲から離れることなく、
純粋な結晶形とは異なる形の自然のままの宝石用原石にも適用可能である。
【００５６】
　上記の方法は、本発明による少なくとも一つの宝石１の複数の端縁を切断して斜面を形
成することを排除するものではない。該斜面を複数設けることは余分な子面ができてしま
うことにはならず、その宝石の形に影響を与えるものではない。なぜならば、それは、本
発明による宝石の他の子面に比べて、面積は極めて小さなものだからである。
【００５７】
　本発明は、決して、明細書に記載し図面に示した実施例に限定されるものではなく、本
発明による宝石及びそれについての方法は、本発明の範囲から離れることなく、種々のバ
リエーションで実現することができる。



(7) JP 5778065 B2 2015.9.16

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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